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「芸術と文化軸」

(コモンスペース )
グリーンプラザ

ウェルカムプラザ

ゲートプラザ

街の奥行きを作る中間領域　イメージ

ひだ状の配置による表情豊かな店舗空間　イメージ

軸線を彩る多様なにぎわい　イメージ

インナーモールの形成
貫通通路としてインナーモールを形成し、快適な内部歩行空
間を整備する。また、インナーモールと街路をつなぐような中
間領域を設けることで、街の奥行きを演出する。

表情豊かな低層部の計画
低層部の店舗配置に変化をつけて店舗の表面積を大きくし、
視覚的な変化の連続性により、にぎわいを演出する。

「芸術と文化軸」のにぎわい
「芸術と文化軸」に沿って、店舗やアート、ストリートファニチ
ャーを設置し、また舗装や植栽を一体的に整備することで、
軸線としての多様なにぎわいを創出する。

S=1:600

･･･コモンスペース
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　横浜美術館を意識した
「芸術と文化軸」の創造
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街路とインナーモールが一体となった
にぎわい空間を設け街の奥行きを作り出す

インナー
モールール

ペデストリアンデッキを
経由した動線

中間領域となるコモンスペース

2階にテラスを設けることで
立体的な回遊動線を作る

･･･コモンスペース

A-A 断面図 B-B 断面図
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「芸術と文化軸」に沿って
2階テラスも含めて、大小
様々な中間領域となるコ
モンスペースを作り出す。

新しい都市軸をつくる

みなとみらい大通り沿いに
テラスを設け、回遊動線を
整備する。
テラス、街路とインナーモー
ルが一体となった立体的な
にぎわいが、街の奥行きを
創り出すことに寄与してい
る。

みなとみらい大通り沿いの立体的なにぎわい

2階デッキレベルでのにぎわい創出
2階レベルに対しても、アクティビティフロアやコモンスペー
スを計画し、ペデストリアンデッキからの歩行者に対する回遊
動線を設けることで、立体的なにぎわいの創出に寄与する。 

デッキレベルでのにぎわいイメージ
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A: みなとみらい大通りからウェルカムプラザを臨む

B:「芸術と文化軸」を見通す
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心地よいコモンスペースの創造
3. にぎわいのある歩行者ネットワークの整備 14
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C,D：横浜美術館・三菱重工ビルとの境界エリア

(仮称)みなとみらい21中央地区37街区開発計画　2018.05.07

低層部は明るくにぎわいがある。本計画に
おいても3000K程度の温かな光環境を整
え、にぎわいを面的につなげていく。

「芸術と文化軸」として、景観形成ガイドラインに則り、魅力的な都市
空間となるような夜間景観を考える。

□遠景

□計画地周辺の照度分布

B：いちょう通り

A：みなとみらい大通り

A

B C D

□中景 □近景

2018

現況分析
4.夜間景観 15

汽車道からの夜景

シーバスからの夜景

マークイズみなとみらいから見る 日石ビル前から見る

遠景･･･頂部のライトアップにより、新たな夜間景観のスカイラインを形成する
中景･･･分節化された建物ボリュームを際立たせ、オフィス・ホテル・商業それぞれの機能を特徴づけるような照明計画
近景･･･それぞれの通りの個性に応じた4つのにぎわいあるプラザから漏れ出すような暖かな光

みなとみらいに多く存在する視点場の中でも最も本計画が際立つポイント。夜景においてもクイーン軸のスカイラインが都市の魅力として表出している。

計画地沿いに水銀灯が点灯し、特に北西
の交差点付近の照度は４Lx程度。現状は
少々暗い印象。

夜間の景観形成の方向性をリサーチにより導き出す―「遠景」、「中景」、「近景」のあり方

建物の全体感が見えてくる。中層部のオフィスや高層の
ホテルの光が、ボリュームとして立ち現れる。

近隣の美術館やぴあアリーナ、住宅等との関係を各コー
ナーごとに特色を出しながら深化させ、魅力的な表情を
創出する。
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夜間照明コンセプト
4.夜間景観 16
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■ みなとみらい大通りより　【平日】 ■ みなとみらい大通りより　【休日】

■ クイーンズスクエア方向より　【平日】 ■ クイーンズスクエア方向より　【休日】

Art Access  Lighting

Lighting Box

生き生きとした建物の活動を夜間に表出する景観照明 ー “Alive Light”

建物の生き生きとしたアクティビティを直截に景観照明として表出させることを意図し、
本計画の照明コンセプトを「Alive Light」と名づける。
それを、遠景：「濱風」、中景：「Lighting Box」、近景：「Art Access Lighting 」という
３つのコンセプトライトに翻訳する。

横浜港の「濱風」が海から山へ向かって軽やかに吹き抜ける様を、
頂部のグラデーショナルな光が表現する。また、建物内のアクティビティの
総体を色温度として表現し、みなとみらいの人々のふるまいを象徴する。

煌めくショーケースのように、夕暮れに輝く出すガラスの箱。
ホテルロビーの非日常感を一気に盛り立てる。
ホテルのアクティビティと共に刻々と変化する様は、
さながら街のにぎわいが納められたディスプレイの様。

「芸術と文化軸」と建物を密接につなげる象徴的な光。
アートを照らし、人々のにぎわいを惹きつける。
近景ではアートとの関係性を、中近景ではにぎわいのライブ感を
伝える光として役割を担う。

Art Access Lighting

Lighting Box

Breeze Lighting

濱風-Breeze Lighting

Alive Light



みなとみらいの夜景を彩る
4.夜間景観 17
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汽車道から望む


